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地球環境との共存共栄

ガバナンス強化
　当社は気候変動への取組みを経営に反映すべく、コーポ
レートガバナンス体制の強化を行いました。組織における役
割責任を明確にすることで、国内外グループ・関係領域は目
標達成にむけた施策展開を責任をもって実行すると同時に、
経営はその状況を監督します。 P42

TCFDへの賛同

　ムサシはカーボンニュートラル宣言により、改めてグロー
バルCO2排出量（Scope1&Scope2）の収集を行いまし
た。収集に際しては、これまでグループ各社で行っていた
CO2の算定を取りやめ、グローバル統一のものさしを再定
義することで当社の社会における影響度を正しく把握する
と共にグループ全体での目標を可視化することから再ス
タートしました。
　当社は削減基準年を2018年度とおき、まずは2038年の
「グリーンオペレーション100」の達成にむけて推進してい
ます。
　2020年度実績においては、絶対量としての削減は達成し
ていますが、半導体・コロナ禍による生産変動を大きく受け
ています。
　2021年度はグループ全体でCO2 3%削減という新た
なグローバル目標を設定しています。加えて外部要因の影
響を受けても着実な削減活動を評価する為の体質指標を設
定し全拠点での進捗監視ができる体制を構築しています。

産業廃棄物削減の取組み
　2020年度は、2019年度の新工場稼働による増量分を
2018年度同等ベルに減量する事を目標とし、廃油の処理改
善などに取り組みました。目標未達ですが、ある一定の効果を
出すことが出来た為、今後、更に効果的な手段、運用の検討を
行うと共に、適用工場・工程の拡大を行い排出量の削減に努
めます。

水資源使用量削減の取組み
　2019年度 新工場の稼働により使用量の増加があったも
のの、2020年度は、総量として削減できました。本社工場に
おいて、漏水が起きていましたが、対処を行い現在は正常化
しております。（同様のケースが他工場で起きてないか速や
かに確認を行っています）
※ 水資源においてもCO2同様にグローバル全体での管理・評価体制の準備を並行して進めて
います。

グリーンオペレーション100 
2038年※1 事業活動※2でのカーボンニュートラル100%
　当社はこれまでも環境問題に対し、省エネ活動を始めとす
る様々な取り組みを実施してきました。世界的コンセンサス
である「カーボンニュートラルの実現」にむけ、地球社会の一
員として新たな覚悟で私たちは動き出します。2050年バ
リューチェーン全体のカーボンニュートラルの実現にむけ、
2038年までに私たち自身の活動をグローバル全体でグ
リーンにすることをお約束します。
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水資源使用量削減の取り組み

取締役会
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1 取締役会
会社の取組み（方針・戦略）
に対する意思決定を行う。

3 実行領域
（本社/国内外グループ会社）

目標達成にむけたPDCA
サイクルを責任をもって実
行し、実行状況を経営側へ
報告する。

2 サステナビリティ戦略会議
取締役会で決議された方針・戦略を受け、サステナビリティの実現に
むけた方向性や目標・指標を審議し決定する。社会課題や経営的リ
スク・ガバナンスのみならず、中長期的な企業価値向上の観点を加え、
各領域、国内外グループ会社へ課題解決にむけた実行を指示する。

議長

最高経営責任者 取締役・CxO＋外部有識者

メンバー

年2回以上

開催頻度

あらゆる環境問題に誠実に向き合い、地球環境の再生を目指す

CO2排出量 & 原単位CO2の推移 ～Scope1,Scope2～
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水資源使用量・原単位の推移
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　ムサシグループは、気候変動への対応をサステナビリティ経営の重要な課題と捉えています。
企業活動は勿論のこと、製品、サービスを通じて気候変動への対応を行い「人と環境が“調和”した豊かな地球社会の実現に貢献」します。

また、更なるステークホルダーとのコミュニケーションを図るため、
当社は、2021年8月に気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）提言へ賛同を表明しました。

今後も、統合報告書やホームページなどを通じ、開示情報の拡充につとめていきます。

ムサシカーボンニュートラル宣言の詳細は当社ホームページをご覧ください。
www.musashi.co.jp/newsrelease/news/post_51.html

※1 当社100周年
※2 Scope1&Scope2

当社は地球環境問題に対し、社会の一員として全ての事業活動を
通じて、Purposeを実現し、地球社会に貢献する為の基本的な
考え方や取組み姿勢を「環境方針」として定めています。

環境方針 詳細は当社ホームページをご覧ください。
www.musashi.co.jp/sustainability/earth.html

※グローバルテータ（カバー率91%）

3%削減

CO2±ゼロ

削減基準年 目　標
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